
A

法
人
部

第
二
十
二
回
東
京
新
島
講
座

回
東
一
霧
島
講
座

十

十
月
一
十
日
に
第

公
開
講
演
会
が
同
志
社
大
学
東
京
ア
カ
デ
ミ
ー

で
開
催
さ
れ
た
東
京
新
島
講
座
は
例
年
卜
月

に
行
わ
れ
、
今
回
は
森
川
眞
規
雄
大
学
文
学
部

教
授
と
瀬
川
晃
大
学
法
学
部
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ

「
多
文
化
主
義
を
こ
え
て
ー
カ
ナ
ダ
と
香
港
人

の
ニ
ト
一
世
紀
1
」
、
「
最
近
の
少
年
犯
罪
と
少

年
法
改
正
」
の
演
題
で
講
演
さ
れ
、
約
百
人
が

参
加
し
た
。

爲僅

通

、

一
●
ゞ

.
、

t

リ
ユ
ニ
オ
ン月

、
φ

、

ト
ナ
一
、

二
0
0
一
年
秋
の
叙
勲

同
志
社
大
学
名
営
教
授
内
田
肪
敏
氏
が
勲
三

等
旭
日
中
響
十
、
同
志
社
女
子
大
学
名
誉
教
授

中
晧
氏
が
勲
三
等
瑞
宝
章
を
釜
さ
れ
十
一

月
九
日
国
立
劇
場
大
劇
場
で
伝
達
式
が
行
わ
れ

ナ

十
一
月
十
九
日
七
時

早
天
祈
祷
会

於
同
志
社
栄
光
館

十
五
日於於

若
王
子
山
頂

創
立
百
二
十
六
周
年
記
念
式

十
一
月
十
九
日
九
時

於
大
学
神
学
館
礼
籍
土

第
八
回
外
国
人
教
員
懇
談
会

刈
L
日
に
第
八
回
外
国
人
教
員
懇
談
会

が
兄
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
た
本

懇
談
会
は
国
際
卞
義
教
育
喬
公
至
催
で
例
年

こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
、
<
回
は
約
ハ
十
人
が

参
加
し
て
懇
談
し
た

ケ

十
分

時

同
志
社
新
島
会
館

大
学

シ
テ
ィ
バ
ン
ク
提
供
科
目

「
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
一
開
講

金
融
の
第
一
線
を
噛
接
学
ん
で
も
ら
お
う

と
、
米
国
系
金
融
機
関
・
シ
テ
ィ
バ
ン
ク
の
現

役
幹
部
社
員
卜
一
人
に
ょ
る
講
義
「
金
融
ビ
ジ

函

創
立
記
念
行
事

創
'
艶
念
礼
拝

十
一
月
二
十
五
U

約100人が参加した東京新島論座

DOSHISHA

REPORT



ネ
ス
」
が
秋
学
期
か
ら
開
'
さ
れ
た
商
学
部

の
専
門
科
目
と
し
て
シ
テ
ィ
バ
ン
ク
か
ら
提
供

を
受
け
、
商
学
部
学
生
約
百
四
十
人
が
全
十

回
の
講
義
を
受
講
金
融
界
の
現
状
や
業
界
の

経
験
に
基
づ
い
た
■
が
剛
け
る
と
好
評
で
あ
っ

た
関
西
で
は
、
立
命
館
大
学
と
と
も
に
初
の

"
一
みリ

ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
学
際
科
目
開
講

九
村
十
七
日
か
ら

日
、
同
志
社
ぴ
わ

こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
N
際
科
目
「
現
代

に
つ
な
が
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
原
点
近
江
商
人

1
」
「
近
江
の
同
然
と
文
化
」
の
一
科
目
が
各

科
U
二
泊
三
日
の
集
中
講
義
形
式
で
開
講
し
、

他
大
学
生
、
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
生
介
む
百
ニ
ト

人
が
司
需
し
た

セ
ン
タ
ー
で
正
課
の
授
業
科
1
が
開
術
さ

*
れ
る
の
は
今
回
が
初
め
て
今
後
も
キ
ャ
ン
パ

ス
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る

神
学
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ニ
0
0
一
開
催

十
月
十
三
日
、
神
学
部
シ
ン
ホ
ジ
ウ
ム

0
 
一
[
『
心
の
教
育
の
可
能
性
を
問
う
1
公

教
育
に
お
け
る
示
教
教
育
」
が
開
催
さ
れ
た

第
一
部
で
は
沖
田
行
可
文
山
添
教
授
と
、
侍

原
伸
郎
氏
(
朝
口
新
聞
'
者
)
、
井
上
憾
ナ
倒

学
院
大
学
教
授
が
淋
演
を
お
こ
な
い
、
第
部

で
は
塞
ナ
刈
γ
部
長
も
勿
わ
り
、
上
僻
ル

博
料
学
部
助
教
授
の
司
会
の
も
と
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
さ
ら
に
ト
ニ
H

八
Π
に
フ
ラ
ン
ス
の
場
介
に
つ
い
て
ゞ
示
教
研

究
家
の
竹
下
節
f
氏
を
招
き
、
月
九
Π
に
ド

イ
ツ
の
場
合
に
つ
い
て
、
宗
教
教
厶
早
者
の
フ

オ
ル
ケ
ル
ト
・
り
ツ
カ
ー
ス
、
デ
ユ
ー
ス
ブ
ル

ク
大
学
教
授
を
招
き
、
公
開
講
演
会
を
開
催
し
、

公
教
育
で
の
宗
教
教
育
に
つ
い
て
の
鱗
州
を
深

め
る
年
と
な
つ
た

「
台
湾
ラ
グ
ビ
ー
の
父
」
の
足
跡
を

追
い
、
同
志
社
訪
問

「
台
湾
ラ
グ
ビ
ー
創
始
者
鰹
無
先
生
の

功
績
を
追
う
」
と
い
う
ビ
デ
オ
を
制
作
す
る
た

め
、
鰹
無
さ
ん
(
八
九
荘
1
 
一
九
六
0
)

の
母
校
台
湾
淡
江
・
一
桜
巾
学
O
B
ら
八
人
が
、

一
月
十

か
つ
て
陳
さ
ん
が
学
ん
だ
川

ー
、

志
社
大
学
を
訪
れ
た

陳
さ
ん
は
同
恕
社
で
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属

し
、
ヤ
将
も
務
め
、
邪
国
後
同
志
礼
で
の
経
験

を
も
と
に
、
ム
号
で
初
め
て
ラ
グ
ビ
ー
を
紹
介

介
湾
ラ
グ
ビ
ー
の
発
艇
に
大
き
く
冷
,
ナ
し
て
い

る

O
o
m
工
一
Φ
工
》
刀
m
で
0
刀
↓

'

今
回
の
仂
削
で
は
、
批
影
の
ほ
か
に
も
、

口
直
樹
・
.
旻
セ
ン
タ
ー
教
授
や
岡
仁
詩

、
ら
詩

趨

力
仁

右
岡

グ
ビ
ー
部
技
術
癒
問
ら
と
懇
談
し
、
陳
さ
ん
の

男
・
尊
遭
さ
ん
の
笈
t
た
写
真
な
ど
を
み

な
力
ら
草
創
則
の
ラ
グ
ビ
ー
部
に
思
い
を
馳
せ

て
い
た
(
四
0
ペ
ー
ジ
に
関
迎
記
亊
)

神
学
部
の
受
験
生
向
け
体
験
授
業
が
好
評

法
人
内
四
一
寝
か
ら
の
要
望
に
基
つ
き
神

学
部
へ
の
進
学
を
老
え
て
い
る
局
校
三
年
生
が

柳
学
部
の
授
業
を
参
観
で
き
る
よ
う
に
し
た

●
●
●
年
度
は
卜
五
人
、

一
下
叟
は

、
人
が
授
業
を
体
験
し
た
さ
ら
に
一

●
ザ
度
か
ら
は
同
志
社
以
外
の
寝
生
や
予

備
校
生
も
参
観
で
き
る
よ
う
に
し
、
こ
れ
ま
で

阜d
.

陳尊道さん、阪口直樹言文センター教授、
ラグピー部技術顧問・大学名誉教授
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四
人
が
体
験
し
た
好
1
の
た
め
、
●
●

年
度
も
禿
す
る
予
定
で
あ
る
゛
し
い
情
縦

は
神
学
部
ホ
ー
ム
ヘ
ー
ジ
で
提
供
し
て
い
る

女
子
大
学

ジ
エ
ー
ム
ズ
館
改
修
奉
献
式

年

創
立
記
<
革
業
の
環
と
し
て
一

八
例
か
、
冠
め
て
き
た
復
.
兀
的
改
悩
上
嘔
が
熊

.
斗
次
、
.
、
了
、
＼
」
 
1
 
Π
^
ト
献
^
^
^
り
,
仂
わ

れ
た
参
列
省
は
式
典
後
建
築
謁
の
姿
を

復
兀
す
る
方
で
二
勒
し
く
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

察
μ
す
る
な
ど
、
生
ま
れ
変
っ
た
館
内
を
同
輩

し
た音

楽
学
科
管
弦
楽
団
演
奏
会

九
月
八
日
に
北
九
州
「
九
州
厚
生
年
金
会

館
」
、
翌
九
日
に
は
熊
本
「
熊
本
県
立
劇
場
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
た
指
割
ホ

山
契
臣
氏
(
桐
朋
〕
両
大
学
助
教
授
・
同
志
社

女
f
大
学
諦
)
に
ょ
り
、
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
/ル

序
曲
「
口
ー
マ
の
謝
肉
祭
」
、
モ
ー
ツ
ァ

ト
/
オ
ー
ボ
エ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
、

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
と
管
警
木
の
た
め
の
恊
葵
交
糾
曲

変
ホ
長
洩
.
N
Φ
↓
ず
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
/

交
辨
仙
第
π
番
ホ
短
嗣
が
淡
奏
さ
れ
、
両
日
多

数
の
来
聴
省
を
迎
え
好
評
を
博
し
た

新
島
記
念
講
堂
バ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
奉
献
式

新
島
心
念
゛
堆
に
乎
内
で
基
同
取
大
規

九
打
十

模
と
な
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
ル
双
楓
。

H
に
執
り
行
わ
れ
た
奉
献
式
で
は
同
志
社
女
了

大
学
笠
原
進
教
授
に
ょ
る
演
奏
か
行
わ
れ
、
参

列
●
峡
叢
な
音
色
に
耳
を
傾
け
た
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド

ケ
ル
ン
粘
六
パ
イ
フ
数
三
千
二
百
十
四
本
、

ル
、
熨
行
き
万
・
メ
ー
ト
ル

同
志
社
女
子
大
学
・
城
崎
温
泉
歴
史

文
学
ま
つ
り

、
月
卜
九
日
、
十
日
、
兵
皆
小
立
城
崎

大
会
議
館
、
西
村
屋
ホ
テ
ル
招
H
庭
等
で
開
催

同
志
社
女
f
大
学
安
森
敏
降
教
授
に
ょ
る
地
兀

中
学
校
で
の
特
別
授
業
、
胤
<
牙
教
授
、
朱
捷

教
授
上
,
海
直
人
教
授
に
ょ
る
淋
演
、
そ
の
他

城
崎
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
券
饗
や
紀
念
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
が
h
わ
れ
、
盛
況
で
あ
っ
た

寄
附
講
座

「
共
に
生
き
る
1
豊
か
な
紳
を
求
め
て
」

祠
志
社
女
f
大
学
の
卒
業
生
で
つ
く
る
「
地

瑜
」
会
が
主
催
と
な
り
、
「
共
に
生
き
る
1
豊

か
な
紳
を
求
め
て
」
と
題
し
、
ト
月
六
日
か
ら

L
嘘
口
、
全
六
回
で
開
催
同
志
社
女
子
大
学

の
教
貝
を
始
め
、
社
団
法
人
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
特
別
瓢
問
イ
ー
デ

ス
・
ハ
ン
ソ
ン
氏
国
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
名
誉

、ノ

大
仙
巾
田
貳
イ
氏
、
外
交
{
晶
原
千
畝
氏
犬
人

杉
原
幸
了
氏
な
ど
、
多
彩
な
講
師
陣
を
招
い
た
。

司
需
生
は
制
霪
休
い
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
た

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

十
一
月
四
日
、
同
志
社
女
子
大
学
創
立
百
二

十
五
刷
年
・
新
制
大
学
設
置
L
十
周
年
を
「
ル
念

詞

崎
一
 
0

さ
し

.1

ジェームズ館内の学生ラウンジ



同志社女子大学歌

る■毛,〒r

Con brlo

^

をつ左く

やさしく

0)なかを

し1

いに

tJ

レンナJ

ひろげ

そだて

f

1.イfの臼 1,緑

それぞれに花を飾して

冰いレンガⅡ11テのΠ

肝史をつなぐ

同志社女子大学歌

1・1,ι{礼女 f'大学俐立 1251,'aイド・新制大学.没1汽501剖イド,ι念,1f業の環として、大・'1

歌の1例イ乍を企画、 1999イ1ミ4jl~2000"5j」にかけて歌,河を雰染した平業少をはじ

め多数の方々から寄せられた作IY,をもとに、打:森國友氏(詩人)に作,,司を、また1京

薪,詐f'氏(同'社女 f大学名誉文化゛,1:・ノ'削志社女 f大学教授)に作岫を依頼し、
咋存充成 IU14Πりト1俳の「ホームカミングデー」祀念式典で初披餅した

、、

しろのお"

とひしとの

どりふかく

作詞:il:森凶友

作Ⅲ1:庶"濤 f

.{f

れきし

むねに

ひコケ・」〕

2 キ十ンハス

うるわしい

似外に広げ

1列にやさしく

を、コむぐ 1ιき

やさしくむね

U)な力、をひ力.

3,,り合う輪

人来の姿

人と人との

三洞ヨ手J毛三三11

鮎ほう学ぶ心

1ヨ1Ⅱ1ι1立艸らいの庭

/1.命青て色彩深く

光りの巾を

^^
=

O
o
m
王
仂
工
》
刀
m
で
0
刀
↓
 
1

=

し
、
附
辺
キ
ャ
ン
バ
ス
で
剛
催

ψ
1
日
は

亨
業
生
を
は
じ
め
地
.
兀
仕
民
ほ
か
、
約
千
五

Π
人
か
キ
ャ
ン
バ
ス
に
集
っ
た
新
島
祀
念
備

屯
で
行
わ
れ
た
厳
か
な
 
1
乢
念
礼
邦
に
続
き
、

"
念
式
典
」
で
は
親
f
 
代
卒
業
生
の
器
ν

や
Ⅲ
志
社
女
イ
大
学
歌
を
披
露
ま
た
そ
の
他
、

街
で
は
多
髪
イ
ベ
ン
ト
を
明
催
旧
友
や

恩
帥
と
の
冉
会
を
再
ぴ
あ
う
卒
業
生
の
姿
が
随

所
で
見
ら
れ
、
僻
仇
の
う
ち
に
終
了
し
た

シ
エ
イ
ク
ス
ビ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ヨ
ン
公
演

§
Φ
ミ
ミ
円
、
物
『
山
、
Φ
(
『
冬
物
語
』
)

円
^
印
^
N
^
剤
一
^
J
Ⅲ
"
^
'
^
乢
f
弔
・
四
^
次
の

作
川
に
わ
た
り
シ
エ
イ
ク
ス
ヒ
ア
の
作
品
を
研

究
し
、
英
論
劇
に
ょ
り
L
演
企
血
か
ら
衣
裴
、

飢
台
裴
冊
、
照
川
、
渙
川
、
キ
ャ
ス
ト
ぶ
す
べ

て
学
生
の
千
に
ょ
っ
て
行
わ
れ
る
等
b

回
倒
を
迎
え
る
今
作
皮
は
卜
 
H
卜
六
Π
、

し
Π
の
Π
に
わ
た
り
暫
脳
今
越
篤
で
§
の

蓑
ミ
円
、
山
↓
理
Φ
(
冬
物
術
)
を
L
淡
各

力
血
か
ら
向
い
評
価
を
得
て
ハ
ム
演
は
成
功
を
収

め
た音

楽
学
科
定
期
演
奏
会

村
九
Π
、
」
襟
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で

第

川
定
捌
演
奏
会
を
開
催
出
淡
は
高

泳
^
~
^
^
^
Π
^
岡
と
^
R
^
楽
団
で
、
、
^
ン
ジ
ャ
ミ

ま
と
ろ

や
ひ

あ
せ
い

"
力
の

し
に
り



ン
・
ブ
リ
テ
ン
「
キ
ャ
ロ
ル
の
祭
典
よ
り
」
、

西
村
朗
「
火
火
の
挽
歌
よ
り
」
、
り
ム
ス
キ
ー
"

コ
ル
サ
コ
フ
「
ス
ヘ
イ
ン
奇
想
曲
、
 
J
 
.
、
フ

ラ
ー
ム
ス
フ
交
料
曲
第
四
番
一
が
演
奏
さ
れ
、

大
勢
の
聴
衆
か
ら
賞
賛
を
浴
ぴ
た

パ
イ
ブ
オ
ル
ガ
ン
に
よ
る

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日
、
同
志
社
女
子
大
〕
而
立

十

月

百
十
五
周
年
・
新
制
大
学
設
置
五
十
周
年
を

紀
念
し
、
新
島
■
念
講
堂
で
開
催
フ
ァ
ン

マ
リ
ア
・
ヘ
ド
レ
ロ
氏
(
札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

1
告
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
)
を
奏
者
と
し
て
招

き
、
 
J
・
S
・
バ
ッ
ハ
/
オ
ル
ガ
ン
の
た
め
の
パ

゛
、ノ

ス
ト
レ
ラ
如
三
器
0
、
メ
シ
ア
ン
/
 
7
王
の

降
誕
」
よ
り
神
は
わ
た
し
た
ち
と
と
も
に
な

ど
九
曲
が
演
奏
さ
れ
た
会
場
は
席
数
を
超
え

る
ほ
ど
の
盛
況
と
な
り
、
来
聴
者
は
幻
想
的
な

雰
囲
気
の
中
、
荘
厳
な
音
色
を
楽
し
ん
だ

王

他
中
学
入
試
説
朋
ム
=
(
学
校
対
象
)

生
徒
九
人
(
女
了
六
人
・
男
子
人
)

付
添
バ
ー
バ
ラ
・
ハ
ン
ト
先
生

、ノ

岩
倉
祭

九
月
十
一
日

体
育
祭

ク
ラ
ス
(
二
年
)
・
ク
ラ
ブ
発
表

九
月
十
九
日

ク
ラ
ス
(
一
年
)
・
ク
ラ
ブ
発
表九

月
十
日

年
生映

画
「
日
本
の
黒
い
夏
・
宛
一
非
」
を
鑑
賞

し
、
感
想
文
提
出

年
生

ア
ジ
ア
諸
田
か
ら
日
本
に
き
て
い
る
留
学
生

を
各
ク
ラ
ス
人
ず
つ
招
い
て
講
演
し
て
も

ら
い
、
感
想
文
提
出

月
五
日
S
十
一
月
卜
日

宗
教
週
間

十

「
愛
は
す
べ
て
を
望
み
」

大
群
一
氏
(
紫
野
恊
会
牧
師
)

「
見
え
る
も
の
に
だ
け
で
な
く
」

宇
野
緑
氏
行
本
キ
リ
ス
ト
教
団
Ψ
女
教
合

十
・
山
ハ
司

十
月
一
日

高
等
学
校

演
劇
祭
(
年
)

交
換
留
学
生
・
ウ
エ
ス
リ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ

の
生
徒
メ
ル
ボ
ル
ン
よ
り
来
校

九
月
十
日
S
十
例
九
日

他
中
学
入
試
説
朋
会

(
保
護
者
・
受
生
対
象
)
十
月
十
三
日

同
志
社
中
学
校
進
学
説
朋
会

(
保
護
者
対
象
)

十
月
一
一
十
日

十
"
三
十
日

人
権
学
習

年
生
講
演
を
聞
い
た
後
、
籍
旻
提
出
。

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」

江
種
裕
司
氏
覆
爆
体
験
者
)

「
働
く
こ
と
・
生
き
る
こ
と
」

中
田
進
氏
凾
川
勤
響
教
竹
恊
系
師

「
聴
覚
"
語
墜
暑
の
現
状
と
課
題
」

ツ
矢
適
十
氏

Y
州
力
^
一
ー
ノ
ー
Ⅱ
令
,
1
γ
^
、
^
^
1
琳
1

▲
都

岩▲祭.1年生行事のグラウンド・パフォーマンス
「お祭り」のひとコマ



「
残
り
の
者
」

高
ル
朏
氏
同
'
社
鼎
小
小
古
瑞
師
)

「
最
も
小
さ
い
者
こ
そ
一

山
条
兵
氏U

本
キ
リ
ス
ト
教
団
川
光
教
寝
師

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

止
揚
学
園
訪
問

家
庭
ク
リ
ス
マ
ス

F,

香
里
中
高

は
疲
れ
て
寝
て
ば
か
り
い
た
こ
と
大
学
美

後
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
<
止
業
に
入
社

し
、
鳥
長
と
し
て
新
入
礼
員
の
教
育
・
販
光
や

仕
入
の
計
画
を
た
て
る
な
か
で
、
向
分
の
向
い

て
い
る
仕
亊
に
初
め
て
気
づ
い
た
こ
と
退
職

後
、
レ
ン
タ
ル
・
レ
コ
ー
ド
店
を
開
業
し
て
、

現
在
の
T
S
U
T
A
Y
A
に
成
長
さ
せ
る
ま
で

の
工
夫
・
薫
力
な
ど
ナ
驫
さ
れ
た
。
「
夢
は
災

現
す
る
か
し
な
い
か
で
は
な
く
、
声
ダ
し
か
、
頭

の
中
で
揣
い
た
こ
と
し
か
実
現
し
な
い
こ
ん

な
亊
か
し
た
い
と
恕
っ
た
ら
決
し
て
箭
め
ず
、

仙
鴛
多
中
に
な
れ
る
も
の
を
大
班
に
し
て
ほ
し

い
」
と
話
ら
れ
、
生
徒
驫
銘
を
,
ー
え
た

五
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会一

月
十
日

松
下
1
M
P
ホ
ー
ル
で
関
係
者
約
七
百

人
力
出
席
し
て
吋
一
式
典
を
挙
行
し
た
初
め

に
霄
Ⅲ
皎
烹
木
部
、
マ
ン
ド
リ
ン
部
、
女
f
中

学
校
・
商
笘
学
校
弦
楽
附
の
"
奨
と
大
坂
＼
イ

ン
リ
ッ
ヒ
シ
ユ
ッ
ツ
室
内
介
唱
団
の
介
唱
で
幕

を
明
け
、
生
井
校
長
の
式
辞
に
続
い
て
、
大
谷

影
長
ノ
坂
・
ル
刈
1
 
(
勺
即
)
煕
場
製
皐
1

市
k
ら
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
こ
の
後
、

場
所
を
ホ
テ
ル
ニ
ユ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
移
し
、
利

や
力
な
雰
囲
会
の
門
、
約
下
百
人
か
川
席
し
た

十
一
一
月
卜
U

b
二
珂
十
、

十
二
月
卜
四
Π

十
二
同
十
五
U

五
十
周
年
記
念
式
・
礼
拝
・
記
念
講
演

九
打
十
四
Π

祠
'
村
総
長
"
寸
長
を
来
・
貰
に
招
い
て
の

オ
ル
念
式
・
礼
拝
の
後
、
ポ
校
の
O
B
で
カ
ル
チ

ユ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
(
C
C
C
)

代
表
取
締
役
社
長
増
Ⅲ
{
碕
氏
を
招
き
「
T

S
U
T
A
Y
A
の
嘔
業
と
同
志
社
霄
唯
で
学
ん

だ
こ
と
」
と
遡
し
た
'
焚
=
を
開
俳
し
た

同

氏
は
同
志
社
香
雫
で
は
レ
ス
リ
ン
グ
部
に
人
っ

て
厳
し
い
練
習
で
休
を
鍛
え
、
か
つ
て
の
い
じ

め
っ
子
を
見
返
せ
た
が
、
そ
の
か
わ
り
授
業
巾

七
一

■
念
祝
賀
会
を
催
し
た

中
学
一
年
社
会
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

月
十
 
H

京
都
国
立
博
物
館
に
集
合
し
、
博
物
館
を
兒

学
し
た
後
班
別
行
動
で
生
徒
た
ち
が
選
ん
だ

^
[
^
^
の
占
寺
を
同
^
田
^
ア
し
た
そ
^
ぞ
^
の
^
^

の
示
派
・
創
建
省
・
時
代
・
岡
宝
や
筈
名
な
建

造
物
・
名
勝
を
し
ら
べ
、
後
日
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
し
て
捉
出
し
た

〆
§

、
ψ
、イ

＼
ン

、
:
'
一
'

.
四

ノ
ノ

'

O
o
m
王
m
l
》
刀
m
で
0
工
↓
 
3

入4rイ武'ー'

"



中
学
ク
リ
ス
マ
ス
祝
会

一
月
ト
ニ
日

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
の
後
教
県
サ
ン
タ
に

扮
し
て
登
場
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
や
ク
ィ
ズ
大

会
で
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
だ

女
子
中
高

二
学
期
始
業
式

体
育
祭

中
学
校

1
村
十
ハ
日

修
養
会

九
司
八
日
、
九
M
 
同
志
社
ひ
わ
こ
り
ト
リ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
中
学
年
生
か
ら
一
局
校
三
年

生
の
修
養
会
が
行
わ
れ
た
「
共
生
」
を
テ
ー

マ
に
、
桜
美
林
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
の
小
懐
<
先

生
を
荊
師
に
迎
え
、
先
生
の
発
題
を
も
と
に
、

,
異
と
ふ
れ
あ
い
、
人
と
ふ
れ
あ
い
、
共
に
生

き
る
こ
と
に
つ
い
て
、
語
り
合
っ
た
。

体
育
祭

雨
天
の
た
め
、
一
Π
順
延
で
、
十
月
二
日
に

実
施
さ
れ
た
幸
い
好
天
無
ま
れ
徒
競
走
、

綱
引
き
、
仮
装
競
演
、
応
援
合
戦
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
最
後
の
ク
ラ
ス
対
抗
り
レ
ー
に
至
る
ま
で
、

活
力
あ
る
展
開
が
な
さ
れ
た

文
化
祭

ト
月
一
日
か
ら
六
日
の
四
日
問
の
日
程
で
、

「
0
く
Φ
「
号
Φ
刃
印
ヨ
ず
0
乏
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

削
催
さ
れ
た
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
諮
日
し
、

中
一
年
生
は
T
シ
ャ
ツ
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
辿

路
に
飾
り
、
中
学
年
・
年
生
は
ク
ラ
ス
こ

と
の
股
尓
、
」
、
寝
生
は
ク
ラ
ス
こ
と
に
制
作
し

た
オ
ブ
ジ
エ
を
展
尓
、
そ
の
他
、
文
化
系
ク
ラ

ブ
の
発
表
、
有
志
に
ょ
る
展
尓
、
演
奏
等
様
々

な
分
野
で
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
た
ま
た
、

六
日
に
は
並
行
し
て
、
女
子
部
の
バ
ザ
ー
が
開

催
さ
れ
た

収
穫
感
謝
礼
拝

月
十
六
日
に
は
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
、

、ノ

印
議
隊
の
合
唱
に
ょ
る
徽
美
礼
拝
を
持
ち
、

ト

七
日
に
は
、
収
穫
物
を
持
ち
寄
り
、
感
謝
の
礼

拝
、
午
後
に
、
寄
せ
ら
れ
た
収
穫
物
と
募
金
を

持
っ
て
養
護
施
設
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
訪
問

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
交
流
の
時
を
持
っ
た

ク
リ
ス
マ
ス
ペ
ー
ジ
エ
ン
ト

月
十
七
日
、
乍
前
の
部
は
生
徒
・
教
職

十
員
と
で
、
午
後
の
部
は
、
養
俊
施
設
の
白
川
学

園
の
方
々
を
招
き
、
一
般
の
方
々
と
共
に
ク
リ

ス
マ
ス
礼
井
を
持
っ
た
生
徒
、
教
職
員
、
礼

拝
に
参
加
し
た
一
般
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

献
金
は
、
全
国
の
福
祉
関
係
の
施
ル
双
、
事
業
所

に
送
ら
れ
た

日

九
打

詞

国
際
中
高

ノ、



蔡
苓
校

九
刀
十
五
U

L
1

好
天
無
ま
れ
、
生
徒
た
ち
の
向
心
的
な
述

悩
Π
に
ょ
り
楽
し
く
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
Π

を
過
こ
し
た

文
化
祭

九
月
十
八
日
S
 
卜
Π

獅
台
発
表
、
ク
ラ
ス
展

バ

ン
ド
演
突
、

.
、
、

」ノ

↓
Π
木
小
、
父
母
の
会
、
硫
の
バ
ザ
ー
と
幌
り
だ

く
さ
ん
の
h
亊
が
開
催
さ
れ
た
。

入
試
説
明
会

ト
、
 
L
ハ
一

Π

岡
日
と
も
小
武
介
同
の
人
勢
勝
会
が
暫
川

'
<
舗
堂
で
諾
さ
れ
た

中
学
三
年
生
体
験
学
習

」

^
削
Ⅱ
Ⅲ
^
氷
村
^
・
白
川
ι
^
"
千
で
、
也
"
き
州

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
大
敷
き
網
漁
を
体
験

例
ノ
Υ
し
た
恩
小
生
活
か
ら
蹴
れ
た
央
屯
な
木

験
と
な
っ
た

人
権
強
調
週
間

ト
円
十
・
 
S
↓

ヨ

一
一

j

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
礼
仟
の
侍
剛
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
、
人
権
が
俊
害
さ
れ
て
い

る
現
在
の
状
況
、
人
椛
の
大
切
さ
を
学
ん
だ

十
二
月
高
等
学
校
入
学
試
験

十
打
十
Π

Π

木
校
、
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、

ロ
ン
ド
ン
、
シ
ン
ガ
ホ
ー
ル
で
●
●
.
年
度

局
等
子
校
人
学
試
験
が
突
施
さ
れ
た
.

倶
.
、
.
、

中
学
校

刀
九
Π

学
園
祭

司

午
前
映
画
鱗
賞
一
タ
イ
タ
ン
、
ズ
を
忘
れ
な
い

午
後
体
験
学
習

①
ブ
ラ
イ
ン
ド
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

②
屯
椅
f

③
下
話

④
点
字

⑤
介
助
犬
・
盲
導
犬

⑥
柴
Π
者
の
作
業
所
Π
輩
(
誘
教
会
内
)

"
生
倒
ノ
田
,
f
 
・
本
験
ψ
、
f
?
ー

各
7
什
行
写
牛
徒
会
h
*
、
ク
ラ
ブ
展
抽
ι

会
お
よ
ぴ
点
箪
の
風
岡
油
小
7
校
と
の
交

O
o
m
工
一
m
l
》
刀
m
で
0
刀
↓
 
5

流

郁
生
令
N

九
打
十
バ
U
S

十
八
H

本
校
お
よ
ぴ
大
学
会
館

体
育
祭

ナ
一

t

全
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
卜
刀

ト

{
示
教
人
権
週
問
ト
ー
H
S
九
日

「
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

加
納
科
民
(
茄
生
恊
会
牧
師
)

「
隣
り
人
」

三
油
愛
f
氏
(
同
'
心
朴
券
い
・
槍
,
札
,
利
"
脚

「
私
た
ち
を
製
っ
た
貳
練

・
ト
打
Ⅱ
N
 
イ
^
Ⅲ
1
心
1
・
"
"
交
Π
.
十
1
,
、
.
、
 
W
Ⅲ

「
Π
ル
え
る
も
の
に
だ
け
で
な
く

.
^
]
^
、
、
ル
^
Ⅱ
L
^
^
ー
^
U
1
・
'
"
"
ー
ー
ー
門
1
^

人
権
行
事

中学3年生の氷見・島尾海岸での体験学習

jl

Π

1.

ノ、

H



①
映
画
鑑
賞

②
人
権
ゆ
か
り
の
地
を
た
ず
ね
る

^
り
、
^
テ
ィ
^
阪
同
^
^

④
立
命
笥
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
陪
寄

法
廷
見
学

⑤
沖
縄
事
前
学
習

一
月
十
二
日
S
十
六
口

読
書
週
間

げ
Φ
一
、
m
 
ヨ
黒
Φ
で
霊
兄
里
一
0
く
Φ
「
今
Φ
乏
9
一
住

ア
レ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
先
生

収
穫
感
謝
礼
拝
と
施
設
訪
問

「
何
も
な
い
し
あ
わ
せ
」

森
田
直
樹
神
父
{
カ
ト
リ
ッ
ク
、
楡
司
教
区

放
課
後
果
物
を
も
っ
て
、
生
徒
会
役
員

ホ
ザ
ナ
と
ハ
ン
ド
ベ
ル
部
員
が
京
都
市
民
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
訪
問
、
交
流
し
た
。

一
月
三
十
日

創
立
記
念
礼
拝

「
幸
福
に
な
り
た
い
」

大
谷
實
氏
(
同
志
社
総
長
)一

月
二
十
二
日

能
・
狂
言
鑑
賞

年
生
(
全
員
参
加
)
河
村
能
楽
堂

風
語
授
業
の
環
と
し
て
実
施

能
「
船
弁
慶
」
狂
圃
「
清
水
」

ペ
ツ
ト
ボ
ト
ル
ツ
リ
ー
点
灯

十
同
十
八
日
S
二
十
八
日

ス
キ
ー
キ
ャ
ン
ブ

十
二
月
十
三
日
S
二
十
L
e

年
生
(
自
由
参
加
)

四
淵
五
日
で
、
長
野
県
盆
局
原
一
ノ
瀬
ス

キ
ー
場
へ
。
二
百
六
十
九
人
が
参
加
し
た

生
徒
会
は
り
サ
イ
ク
ル
の
観
点
か
ら
全
校
生

徒
に
へ
ツ
ト
ボ
ト
ル
回
収
を
呼
ぴ
掛
け
、
五
百

個
を
使
っ
て
「
へ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ッ
リ
ー
(

m
)
を
製
作
し
た
 
K
B
S
京
都
や
読
九
新
聞

で
報
道
さ
れ
大
学
生
や
市
民
が
た
く
さ
ん
見
に

米
ら
れ
た

ク
リ
ス
マ
ス
燭
火
礼
拝
十
二
j
 
十
日

咋
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
白
由
参
加
の
企
画

で
、
五
時
半
、
同
志
社
礼
井
堂
(
チ
ャ
ヘ
ル
)

で
開
催
さ
れ
た
誤
隊
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ

一

一

ト

一
闇

芋
゛
イ

ず

月

函

、

J

幼
稚
園

七
月
二
日

六
月
お
誕
生
日
会

^
^
則
中
に
^
旧
^
^
^
に
^
局
^
た
ち
力
寸
^

真
木
な
ど
の
出
し
物
を
行
い
、
午
後
か
ら
は
そ

の
月
編
生
日
を
迎
え
た
園
児
と
保
護
者
.
教

貝
が
罫
食
を
共
に
し
、
ケ
ー
キ
に
ロ
ウ
ソ
ク
を

つ
け
て
お
祝
い
を
し
た
(
毎
月
一
回
行
わ
れ

る
)

七
打
六
日

狂
言
・
能
鑑
賞

園
の
創
立
白
四
周
年
祀
<
争
業
の
一
環
と
し

て
、
「
心
味
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
四
人
を
招
い

β

イ
ア
、
一
姦
楽
部
、
一
附
部
、
器
拠
生
徒

会
役
員
の
奉
仕
で
生
徒
・
保
護
者
を
中
心
に
約

五
百
人
が
参
加
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
十
二
月
二
十
H

奨
励
「
神
様
の
贈
り
物
」
入
治
彦
氏

(
京
都
教
会
牧
師
)

,匙
、. 、

',・簣
゛"」'

4^

や
ー.,



て
、
 
f
ど
も
向
け
の
仏
統
芸
牝
柴
牙
厶
が
開
か

れ
た

年
長
児
の
み
、
比
良
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
水
遊

ぴ
、
バ
ー
ベ
キ
ユ
ー
な
ど
を
楽
し
ん
だ

夏
期
保
育

ノ
一
一
一
一
 
S
 
円
一

<
南
児
が
盗
剛
し
、
水
あ
そ
ぴ
、
色
水
遊
ぴ
、

フ
ィ
ン
ガ
ー
ヘ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
し
て
、

楽
し
く
過
こ
し
た

秋
の
遠
足

九
三
一
 
1
＼
一

全
園
"
ル
で
バ
ス
に
乘
り
、

^
"
1
脚
乃
.
 
F
Ⅲ
^
^

向
に
出
掛
け
た

入
園
面
接

ト
村

年
度
の
入
園
面
接
を
三
才
児
四
●

人
、
四
才
児
若
F
名
の
募
集
で
h
つ
た

運
動
会

十
同
卜
Π

女
子
大
学
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
各
学
午

S
六
種
同
の
競
技
(
ダ
ン
ス
・
柴
是
・
工
入

れ
や
り
レ
ー
な
ど
)
に
参
加
し
た
。

園
外
保
育

打
U

令
W
ル
で
バ
ス
に
乘
り
、
梅
小
路
公
剛
に
出

掛
け
た

参
観
日

十
一
H
十
二
S
十
六
日

全
ク
ラ
ス
が
五
U
問
の
参
観
H
を
設
け
、

,
H

由
あ
そ
び
か
ら
冬
ク
ラ
ス
の
設
定
保
育
の
様
f

を
保
護
者
に
見
て
い
た
だ
い
た

収
穫
感
謝
祭

同
十
五
、

各
家
庭
か
ら
焚
ノ
ノ
し
た
果
物
や
野
菜
を
剛
ん

お
泊
ま
り
保
育

ヒ
刀
六
・
七
円

年
長
児
の
み
、
幼
稚
園
で
一
痢
す
る
ク
ツ

キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
や
花
火
な
ど

の
お
楽
し
み
を
し
て
過
こ
し
た
。

お
遊
戯
会

七
打
十
:
Π

川
両
の
ま
と
め
と
し
て
、
各
ク
ラ
ス
舞
台

の
上
で
今
断
驫
っ
張
や
楽
灸
オ
ヘ
レ

ツ
タ
や
表
現
な
ど
を
発
表
し
た

琵
琶
湖
キ
ャ
ン
プ

で
、
令
園
児
で
礼
仟
を
し
た
(
参
観
日
巾
だ
っ

た
た
め
、
保
護
者
数
人
も
共
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
)
。

シ
チ
ユ
ー
の
日

十
一
河
ニ
ト
H

収
鷲
繍
祭
の
た
め
に
倒
児
が
持
参
し
た
野

菜
を
使
っ
て
シ
チ
ユ
ー
を
作
り
、
果
物
と
共
に

い
た
だ
い
た

校
租
墓
参

刀

二

令
園
児
親
f
と
共
に
、
校
祖
新
島
襄
先
生
の

お
墓
参
り
を
し
た

ク
リ
ス
マ
ス
会
食

ト
河
五
日

ク
リ
ス
マ
ス
を
喜
ん
で
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を

作
り
み
ん
な
で
い
た
だ
い
た

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
祝
会

一
.
同
十
五
日

新
島
会
館
で
ク
リ
ス
マ
ス
礼
仟
・
祝
会
を
し

た
^
長
旧
^
の
^
ー
ジ
エ
ン
ト
^
に
^
中
山
^
は

聖
歌
隊
で
参
加
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
祝
会

で
は
郁
少
児
が
歌
や
介
奏
・
ダ
ン
ス
を
し
て
、

み
ん
な
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
お
祝
い
す
る
楽
し
い

時
を
過
こ
し
た

O
o
m
工
一
m
l
》
抑
m
で
0
刃
↓
 
7

八
刃
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Neesima Room

「同志社百景」展のお知らせ

来る春学期に第21回企画展「同志社百景」がオープンいたします。零茎露審誕
同志社には開校以来、校舎を中心にキャンパスの風景を描いた版画
や絵画が数多く残されています。今回、その中からおよそ]00点を

選び公開いたします。これらの美術作品を通してあらためて同志社

の伝統とキャンパスの美観を再認識していただけるよう、前々回の

「同志社の肖像画」展に続いて風景画展を企画いたしました。

<期問> 2002年4月1日(月)-2002年8月30日(金)
<時問> 9.30-]700 (士曜日は正午まで、日曜日は10:00から)

<会場> NeesimaRoom (同志社大学今出川校地・ハリス理化学館部皆)
<閉室日>直接お問い合わせ下さい(特IL8月は変則的です)。

<申込>事前申込不要・入場無料

<お問い合わせ先>同志社社史資料室τel.075・2513042

^

ζ0ず'ノダノダノタ"'元4 同志社女子大学創立125周年・新制大学設置50周年記念展示 40、"iタ"'/yjζノ"元4

「同志社女子高等教育への道」開催中

同心社女 f大学では、創立1251司作・新制大学股1武50j司年を,己

念し「同志礼女・f高等教育への道」と題した展小会を、復兀的改
修工事を終えたジェームズ鯨で開催しております

明治期の女性冑教帥や女学校卒業生の留学、専Ⅲ学部股劉への

過程、ジェームズ館(登録弔」形文化財)'iにかかわる貰重な史料
や勾.典.を股那しておりますぜひお越し下さい

<期問> 2002年7月31日0拘まで。<開催中>

<開室時問>月~金10時~16時※土・日・祝は閉室

<場所>同志社女子大字今出川キャンパス史料室(ジエームズ館107)
<申込>事前申込不要・入場無料

<お問い合わせ先>史料室(TEL075・251-4200)

「クラーク記念館」
伊藤仁三郎作

◇
新
校
長
紹
介
◇

同
志
社
中
学
校
長

丹
沢
登
志
郎
(
た
ん
ざ
わ
と
し
ろ
う
)

九
四
八
年
東
尿
都
生
ま
れ

東
京
都
立
立
川
●
等
学
校
を
へ
て
京
都
大
学
理

学
部
入
学
七
年
卒
業
同
年
同
志
社
中
学
校

に
入
社
教
務
1
任
を
期
廃
任
し
、
現
在
同
校

教
頭

教
科
は
数
学

扣任
期
は
四
月
日
か
ら
四
年
間


